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　豊かな環境にめぐまれた大分キャンパスですが、その一番
の特徴は、徹底した少人数教育に基づいた、学生と教職員の
親密な関係です。２つの科とも、小人数クラス制をとり、入
学から卒業まで担当教員が授業や様々な行事を通じてきめ細
かな指導を行います。また、体育祭、学園祭では、２つの科
の学生で実行委員会を作り、教職員とともに手作りのお祭り
を作り上げます。こうして、大分キャンパスの学生は他の大
学に見られない一体感を感じることができます。

　別府大学短期大学部は1954年４月１日商科・生活科の２科
で創設され、初代学長は佐藤義詮先生でした。1962年には併
設の自由ヶ丘幼稚園教員養成所を初等教育科として合併し３
科の短期大学部となりました。その後、商経科・生活文化科・
英語科なども設置しましたが、時代の流れに即した改組を行
い、2004年より現在の食物栄養科・初等教育科・地域総合科
学科・保育科の４科と専攻科（福祉専攻・初等教育専攻）に
なりました。

別府大学短期
大学部の歴史

別府大学短期大学部

学長 金子 進之助

特集 1　短期大学部創立 60周年を控えて ―大分キャンパスの挑戦

徹底した少人数教育

　このように、きめ細かな教職員の指導や、地域交流などを
通じて、大分校舎の学生たちはきわめて高い就職率を誇って
います。保育科は100％、また、地域総合科学科でも、この就
職難の時代に、毎年90％以上の就職率を達成しています。何
よりもうれしいのは、卒業した学生たちが、頻繁に校舎を訪
れてくれることです。卒業生が後輩たちに示してくれる先輩
としての姿が、大分校舎の教育力の現れです。

巣立ち、戻ってくる卒業生

　大分キャンパスでは地域に開かれたたくさんの行事が行わ
れています。たとえば、公開講座は、大学の教員だけでなく、
著名な社会人の方をお招きして、学生と地域の人々がいっ

充実した地域交流

大分校舎の歩み
　2000年、当時の商経科・生活文化科・英語科の３科が大分
に移転しました。３つの学科は、それぞれ、観光や情報関係、
福祉（訪問介護士）、国際交流の分野を充実させていき、経営
情報文化科を経て、2006年、地域総合科学科へ統合され、さ
らに同年、保育科が新設されて、現在に至っています。

しょに学んでいます。学園祭では、地元の方による出店もあ
ります。音響に優れたホールやグラウンドは様々な地域の催
しに使われ、大分校舎は学外からの訪問者の姿が目立つ独特
の雰囲気を醸し出しています。

大分キャンパスの特色
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　地域総合科学科は、2012 年度より、新しいカリキュラムの
もとで教育を進めます。これまで、本科ではビジネスの基礎的
な力と専門性を組み合わせ「福祉の心を持ったホテル従業員」
「コンピュータを使いこなせる福祉施設の職員」などといった
人材育成を目指してきましたが、新カリキュラムでは、専門分
野を絞り込んで全員がビジネス・福祉・観光に関する基礎科目
を学び、より幅広い人間教育を行い、常識ある社会人の育成を
目指します。
　また、学生がみなノー
トパソコンを持つこと
で、より充実したコミュ
ニケーション能力の育
成に力を注ぎます。

新しい教育に向けて

　専門的知識や技術を身につけ、問題意識を持ち、考察・分
析する力を宿し、豊かな感性とともに、高い人間性と専門性
の向上に努めることができる人を目指します。

目指す保育者像

　少人数制による教育体制でおこ
なっています。講義科目だけではな
く、体験型の演習も多く取り入れて
います。1 年生の夏には、稙田公民
館主催の“子どもまつり”に実行委
員として参加し、2 年生前期には保
育園児を大学に招待して、自分たち
で創りあげたオペレッタを公演しま
す。その他にも、夏のそうめん流し
や秋の焼いもなど季節感あふれる催
しを計画し、子どもと共に味わう季
節について学んでいきます。

教育の特色

　サークルとは別に、「研究会」という活動があります。担当
の教員と共に、様々な活動を通して子どもとふれ合い、保育
者としての感覚を磨いています。
　そして…。「先生、ただいま～！」と、卒業生たちが帰って
きます。数名集まると自分のクラスの子ども自慢が始まり、
とても賑やかです。辛いこと、困っていること、悩んでいる
ことなど、卒業しても大学を訪ねて相談していきます。保育
科は、卒業生にとって“ふるさと”になっています。

保育士証取得資格・幼稚園教諭二種免許状・司書資格・社会
福祉主事任用資格

取得資格・免許

就職

　少人数授業や個人面談を通して常に学生とコミュニケー
ションを図りながらきめ細かな進路支援を行っています。資
格対策では、秘書検定とＰＣ検定は、全員が必ず取得するこ
とを目標としています。毎年、国家試験である「国内旅行業
務取扱管理者試験」に合格者を輩出しています。
　地域貢献は、本科の教育の柱であり、地域ボランティアへ
の参加は、必修科目となっています。学生たちは「はさま きちょ
くれ祭り」「おおいた夢色音楽祭」「別府音泉タウン音楽会」
等の地域行事に参加するだけでなく、行事によっては企画・

運営にまで加わっていま
す。留学生や海外姉妹校
との交流も活発で、こう
した行事で培われた社会
とのコミュニケーション
能力が就職活動にも大い
に役立っています。

教育の特色

　就職率は毎年90％前後あり、今年度の進路決定率は97％で
す（３月１日段階）。卒業生は金融機関・一般企業事務・医療
事務・福祉施設・旅行代理店・ホテルなど幅広い職場で活躍
しています。2011年度のおもな就職先は大分銀行、大分みら
い信用金庫、豊和銀行、大分信用金庫、JR九州、JAおおい
た、大分日産自動車、大分東洋ホテルなどです。卒業後も就
職の世話をするなどきめ細かなケアを行っています。

就職

ビジネス実務士・情報処理士・観光士・国内旅行業務取扱管
理者資格・訪問介護員２級・医療管理秘書士・医事管理士・
介護保険事務士・司書

取得資格・免許

　毎年高い就職率を保っています。この数年は、年明けには、
ほぼ 100% の就職・進学率を達成し、保育園、幼稚園、施設
等に羽ばたいていきます。進学先は、別府大学短期大学部専
攻科福祉専攻が最も多く、次に初等教育専攻、他県の 4 年制
大学となっています。

地域総合科学科の教育活動 保育科の教育活動
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高大連携」とは　
　「高大連携」（あるいは「高大接続」）は、1990年代末ごろ
より、高校と大学の双方から提起されてきた考え方です。そ
の背景には、高校においては1980年代後半から進められた
「教育改革」の潮流があり、また大学においては1990年代
以降進行している「ユニバーサル化」の現象がありました。
文部科学省もこのような動きを後押しするように、大学の科
目等履修制度を高校生にも開放するとともに、大学における
修学を高校の単位として認定するといった制度改革を進めて
きました。
　現在、高大連携の形態は多様化し、大学の授業を高校生が
履修し、高校側がそれを高校の単位として認定する単位認定
型や大学の教員が高校の授業を担当する授業担当型から、大
学で開催するオープンキャンパス、高校に出向する「出前授
業」や進路ガイダンスなどの協力支援型まで、さまざまな取
組が行われています。
　本学も、高校の進路学習と連携しながら、本学を志望する
高校生が入学前に大学の雰囲気を肌で感じ、入学後、大学の
授業や学生生活に違和感なくとけ込めるよう、積極的に高大
連携に取り組んでいます。また、この取組は、本学が使命と
考える｢地域貢献｣の一環でもあります。
　以下、本学における高大連携の具体的な取組を紹介すると
ともに、今後の課題について考えてみます。なお、現在、協
力支援型の取組の中には、業者が請け負って実施されている
ものが多くありますが、ここでは本学と高校との間で独自に
実施している取組のみを紹介します。また、オープンキャン
パスについては、別に特集を組んで紹介したいと思います。

本学の高大連携の取組

 
１  別府大学附属明豊学校との取組
　本学の附属高校である明豊高等学校とは、2009年7月に単
位互換の協定を締結し、本学の授業を明豊高校の単位として
認定する制度を設けています。
　高校生は本学の科目等履修生として授業を受講し、取得し
た単位は、将来、本学に進学した場合、大学設置基準に定め
る通り、入学前の既修得単位として認定することにしていま
す。
　後述するように、授業の形態としては、高校生が本学を訪
れ授業を受講することが難しいので、本学の教員が明豊高校
に出向して授業を開講する方法をとっています。授業は「簿
記」を開講し、日商簿記2級を目指しています。　

　
 ２  大分県立別府青山高等学校との取組　
　　別府青山高等学校は2年次に「探究学習」というテーマ
研究型の取組を実施しており、本学は文化・スポーツ、心
理・教育（保育）、経済、食物栄養の分野で、次のような協
力を行っています。

①7月に同校の生徒が本学を訪れ、本学の教員が生徒の設定
した研究テーマに関する講義を行うとともに、本学の学生
も加わり、研究についてのアドバイスを行っています。

②10月に本学の学生が高校を訪問し、生徒の研究報告を聞
いて、最終的なアドバイスを行っています。

③11月に開催される「探究授業」の研究報告会において、
本学の文学部長が講評を行っています。

 
３  大分県立大分西高等学校との取組
　大分西高等学校は、別府青山高校と同じく、2年次におい
て「夢ナビ」というテーマ研究型の取組を実施しており、本
学は歴史、心理、教育（保育）、食物栄養の分野で、次のよ
うな協力を行っています。
①同校は1年次の10月に「職業人に学ぶ」という職業研究の
取組を行っていますが、本学はこれに講師として教員を派
遣しています。

②同校は2年次生に「進路研究」というテーマ研究型の取組
を行わせ、その一環として8月に各テーマの分野に応じた
「大学模擬講義」を実施していますが、本学はこれに講師
として教員を派遣しています。

③「進路研究」の一環で、9月に行われる「フィールドワーク」
という取組に協力し、同校生徒の訪問を受け、本学の教員
と学生が授業見学に応じたり、大学生の職業選択や大学の
進路教育について、生徒とディスカッションを行っていま
す。

特集 2　別府大学・別府大学短期大学部の高大連携の取組

別府青山高校の「研究報告会」（ビーコンプラザ）

大分西高校の「フィールドワーク」
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 ４  別府市立別府商業高等学校との取組　
　別府商業高等学校では、3年間を通したキャリア教育の一
環として、進学に対する関心を高めるため、高等教育機関と
連携した取組が行われており、本学は福祉・心理、経営、教
育（保育）の分野で、次のような協力を行っています。
①7月に当校の1年次生が本学を訪れ、本学の教員が4大・短
大への進学の意義について講話を行うとともに、同校出身
の学生が大学生活について自らの体験を紹介しています。
②3月に本学教員が同校に出向し、2年次生に模擬授業を行
うとともに、同校出身の学生が進路に関するパネルディス
カッションに参加し、自らの体験を踏まえ、進学の意義を
後輩に伝えています。

 
５  私立福徳学院高等学校との取組

　　福徳学院高等学校は進路教育の一環として体験型学習を取
り入れており、本学は食物栄養（調理）の分野で、次のよう
な協力を行っています。
①12月に当校の健康調理科1年次生を本学に招き、本学の短
期大学部食物栄養科において調理実習の模擬授業を行って
います。
②1月に同科の2年次生を本学に招き、進学への意識を高め
るため、短期大学部食物栄養科の授業を見学するととも
に、調理実習に参加してもらっています。
③6月に同科の3年次生を本学に招き、職業意識の育成を目
的に、短期大学部食物栄養科において調理実習に参加して
もらっています。

 
６  その他の取組
　上記の一部の高校との間で行っている連携事業のほか、毎
年ではありませんが、大分県立日田三隈高校が実施している
テーマ研究型の取組「PAS Final 面接講演会」へも本学教

員が出向しています。
　生徒を対象とする連携ではありませんが、毎年6月に県下
高等学校の校長・進路主任を本学に招き、大学説明会を開催
しています。また、6月から8月にかけて、大分県下の高等
学校に出向し、3年クラス担任を対象とする大学説明会を実
施しています。
　県外の高校については、高校からの協力の要請があれば、
積極的に受け入れています。本年度は宮崎県立都城西校等学
校の「夏季宿泊セミナー」に協力し、8月に本学において文
学と経営の分野のセミナーを開講しました。

今後の高大連携の在り方
　

 
１  単位認定型連携の課題と展望　　
　大学の授業を高校の単位として認める場合、当然、高校
生が大学の授業を受講しなければなりません。しかし、高
校と大学では授業時間や時間割の在り方が異なっています
ので、高校生は高校の授業が終了した後、あるいは高校の
授業が行われていない土曜日に、大学の授業を履修する形
態をとらざるを得ません。
　そのため、この形の連携は現実的には実施が難しく、本
学では教員が協定校の明豊高校に出向する方法をとってい
ます。今後は、遠隔授業やe-learningなど情報技術を用い
た連携の在り方を検討する必要を感じています。

 
２  協力支援型連携の課題と展望　
　現在、オープンキャンパスを除けば、協力支援型の連携
は高校の企画に大学が協力する形が一般的で、大学が主体
的にかかわることはありません。
　大学はそれぞれ独自のアドミッション・ポリシー（学生
の受入方針）を持っているわけですから、積極的に高校の
進路指導と関わり、学生の受け入れを進めて行かなければ
なりません。今後は、大学と高校が高大連携の在り方を話
し合う協議会などの組織を設け、連携企画の充実をはか
り、連携の実質化を推し進める必要があります。
　本学も現在協力関係にある高等学校との相互協議を促進
し、本学を志望する高校生が大学生活に無理なくとけ込め
るように努めて行きたいと思っています。

別府商業高校の進学講話等のスケジュール

宮崎県立都城西高校「夏季宿泊セミナー」スケジュール

福徳学院高校の調理実習（47都道府県の「丼」を作りました）

7月6日
（水）

1年生
（160名）

日  時 教室 連携事業 タイト ル等担当者

13：45

14：00～14：30

14：30～14：50

14：50～15：00

15：00～15：30

15：40

講義Ⅰ

講義Ⅱ

懇談会

学内見学校内

大学出発

友永　植

阿部孝士

徳田　愛

メディアセンター、図書館、歴史文化総合センター（３班に分かれ見学）

文学部長

短期大学部教授

食物栄養学科２年

進学のメリット

短大の魅力

先輩からのメッセージ

大学到着
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

８月4日
（木）

参加者
14名

日  時 教室 連携事業 講義分野 タイト ル等担当者

９：00

9：15～9：55

9：55～10：00

10：00～10：50

10：50～10：55

10：55～11：45

11：45～12：55

13：00～13：50

13：50～13：55

13：55～14：45

14：45～16：00

16：00

学長講話

休憩

講義Ⅰ

休憩

講義Ⅱ

講義Ⅲ

休憩

講義Ⅳ

昼食・移動（昼食後、33号館に移動）

附属博物館・大分香りの博物館見学

大学出発

豊田寛三

高木伸幸

関谷　忠

下村　智

針谷武志

学長

文学部准教授

国際経営学部教授

文学部教授

文学部教授

大学での学び・別府大学の教育

小説の創造ー資料と方法についてー

まちづくりのマネジメント

宮崎県の古墳文化
ー古墳から見る大和と日向の関係ー

幕末薩摩藩の中央政治への進出

国文学

経営学

考古学

歴史学

大学到着

三
九
号
館

大
分
香
り
の
博
物
館

　
　
三
三
号
館
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　国際経営学部は、高度なグローバル化・情報社会化という
時代にあって、経営管理能力を持ち産業経済の振興を担う人
材の育成を目標に掲げ、2009年４月に開設しました。今、世
界では成長が期待できる産業分野としてIT産業と観光産業が
注目を集めています。また、金融は政治をも動かす重要な要
素ともなっていますし、会計は企業の根幹をなす部分であるこ
とが改めて認識され関心を集めています。またグローバルな
企業活動は、今や多国籍企業のみならず中堅企業にまで及ん
でいます。
　本学部は、こうした情勢下で活躍できる人材を育成するた
めに様々な教育プログラムの実践に取り組んできました。

 
挑戦する学生とその支援
　国際経営学部には「国際経営コース」「会計・税理士コース」
「観光経営コース」の3つのコースがあります。本学部では、
基本的なスキルとして簿記技能、情報処理技術、英語を中心
とした語学力の獲得を重要視しています。簿記関係の指導は
学生個々のスキルや状況に応じた習熟度別のクラスを編成して
います。また、情報処理技術関連では必修科目も設けITパス
ポート等の資格取得を推奨し指導しております。語学関係では
TOEIC対策の講義を設けるとともに、英語・中国語・韓国語
で行う専門科目も設置しています。
（１）「会計・税理士コース」に進んだ学生たちは、税理士試

験等の大手専門学校と連携した講座を受講して日商簿記
検定の3級取得を目指します。合格者は専任教員による
2級対策講義を受講します。その後は簿記，会計学，税
務会計に関する講義を履修し，税理士試験や公認会計
士試験対策に必要な基礎知識を習得します。現在十数
名の学生がこの段階に来ております。もちろん，簿記・
会計の知識を活かして，一般企業に就職したい学生もこ
のコースを選択することができます。

（２）「観光経営コース」では、旅行会社への就職に欠かせな
いスキルとして国内・総合旅行業務取扱管理者の資格
取得を掲げ、受験指導体制を整えています。このうち国
内旅行業務取扱管理者についてはすでに合格者を出して
おり、現在、総合旅行業務取扱管理者資格取得に取り組
んでいます。

（３）「国際経営コース」に進んだ学生たちは、経営管理、企
業研究、国際金融、マーケティング関連の講義を受け、
基本的なスキルの上に立った専門性を身につけ将来の展
望を切り開いております。また、留学生は日本語に磨き
をかけ母国で展開する日系企業を目指す学生も多くいま
す。

就職支援（インターンシップの促進）
　国際経営学部では、学生の就職活動の第一段階として、「イ
ンターンシップ」に取り組ませています。教員が地元企業や自
治体に働きかけ、インターンシップの受け入れ先を開拓し、学
生はその中から自分に適した職場を選択します。学生はイン
ターンシップを通じて、「仕事」の実際と実社会の現状を学び
ます。例えば、旅行会社でインターンシップを経験した学生た
ちは、街頭での営業活動から修学旅行の打合せのための学校
廻りや取引先の企業訪問を経験したり、旅行企画を立てる訓練
を積んできています。

地域社会との結びつき
　国際経営学部では、地域との連携も深めています。地元企
業を対象に「社会が求める人材養成についてのアンケート調
査」を実施し、その調査結果を地元企業・団体と共有してい
ます。この結果に基づいて社会で通用する人材の育成に向け
て、課外学習や学生主体の研究会活動において、製造業、農
業、観光業など地域企業の経営について研究を進めていま
す。また、大分県の観光協会ツーリズムおおいたと共同研究、
別府市の国際クルーズ船受け入れへの協力、日出町との協定
にもとづく観光資源調査など、企業･行政と連携して地域経済
の調査・研究を実践し、学生たちも活躍しています。

大学院の開設に向けて
　我が国の企業は今後一層厳しいグローバル化の波に立ち向
かわなければなりません。外国企業との合併や提携といった形
でその荒波に立ち向かおうとしている企業は、今や大企業にと
どまらず中堅企業にまで及んでいます。その進出として中国を
中心としたアジア地域への関心が高まっています。そこで、国
際経営学部ではアジアにおいてより高いスキルを持って活躍で
きる人材を育成するために、大学院を開設する準備を進めて
います。

教育 CloseUp　

国際経営学部の挑戦

簿記・会計の授業風景

日出町の観光資源調査の様子
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　短期大学はその発足の当初から職業教育、実学に重きを置
いた教育をおこない、女子高等教育の中枢的な役割を担って
きました。ところが、ここ２０年来の１８歳人口の急激な減少、
女子学生の４年制大学志向の高まり、専門学校への進学希望
者の増加等の要因が重なった結果、全国的には短期大学はそ
の存在感を徐々に失ってきています。
　そのような状況下、別府大学短期大学部は授業内容の充
実、教員と学生とが一体となった様々な研究会活動や地域貢
献活動の推進に努めたことが評価され、そして何よりも多方
面からのご支援により「地域の大学」としての地位を保ち続
けています。その教育の成果は就職率に顕著です（昨年4月
1日の集計で、短大の全国平均が８４.1％であるのに対して本
学は９６.0％の高きに及んでいます。しかも、卒業後も引き
続き就職支援を行うという本学独自の体制により、最終的に
は希望者全員が就職できています）。
　別府大学短期大学部では伝統的に科ごとに就職・進路支援
の体制を敷いてきましたが、社会的な情勢の厳しさに対応す
るために「就職委員会」を中心にキャリア支援センターとの連
携を深め、「大学」としての支援体制のシステム化を図ってい
ます。主な連携事項は、求人票の「センター」での集約、進
路指導に資するための本学独自の「短大統一模試」の実施、
就職先開拓活動等です。また、各科とも就職・進路指導に直
結する授業を開講しています。
　以下に、各学科独自の取り組みを紹介します。

１  食物栄養科
　１年次２月に就職ガイダンスを実施し、９月以降になる本格的
な活動期への準備を開始します。２年次に「進路指導Ⅰ」（前
期）、「進路指導Ⅱ」（後期）を開設し、専門科目、一般教養科
目の受験対策、公務員受験対策などを積極的に展開していま
す。
　他科には見られない本科独自の取り組みとして、「調理ので
きる栄養士」をアピールするための学内外での積極的な活動
が挙げられます（２０１１年度は、和菓子料理講習会・しいたけ
料理講習会を開催しました。また５回料理コンクールに応募し
毎回入選を果たしました）。九州初の栄養士養成施設として６０
年近くの伝統を誇る本科ですが、４年制志向の大荒波に埋没し
かねませんので、本学食物科の頑張っている姿を示したいと
の意図からです。また、２年次８月に病院実習を行いますが、
ここはインターンシップの場であると同時に求人開拓の場でも
あるとの認識の下、礼儀作法等事細かな事前指導から事後指
導まで一貫した指導を行っています。学生はこの実習を通じて
一人前の社会人として大きく脱皮します。
　卒業生の多くが県内の保育園や給食委託会社、病院に栄養
士として就職します。

２  初等教育科・保育科
　別府校（初等教育科）と大分校（保育科）と校舎は異なり
ますが、実習や就職支援等の学生の将来に関わる事項は両科
が共同で運営しています。両科ともに資格・免許取得のため

の実習が多く組まれています。１年次９月の幼稚園での観察実
習に始まって２年次１０月の小学校（初等教育科小・幼コース）
幼稚園（初等教育科保・幼コース、保育科）での教育実習ま
で５～６回程度の実習を行うことになっています。他に自発的
に園や施設を選び保育経験を積み重ねる学生も多くいます。
これらの実習は実際に就職につながるケースも多く、進路決
定の上からも重要な科目となります。１年次２月に就職ガイダ
ンスを開催し、就職活動の留意点や試験の傾向、進路登録
カードの提出等具体的な指導を行い、意識の高揚を図ってい
ます。また、公務員を志望する学生に対しては専攻科と共同
で受験対策講座を開催しています（本年度、卒業生８名が公
立小学校教員採用試験に合格しているのを始めとして、公立
の幼稚園や保育園に勤務することが決定している）。
 求人数が学生数をオーバーしている現状に甘んじることな
く、「歌って、動いて、楽しくふれあう」ことのできる保育者
の育成に両科共同歩調で努めているというのが現状です。
 進路状況は約８割の学生が保育士、幼稚園教諭として就職。
残りの２割の学生は本学専攻科（２年制の初等教育専攻、１年
制の福祉専攻）に進学し、初等教育専攻では小学校・幼稚園
教諭１種免許、福祉専攻では介護福祉士資格の取得を目指し
ています。

３  地域総合科学科
　民間の一般企業就職が中心となるため、１年次１２月の合同
企業説明会から実質的な就職活動が始まります。また、エント
リーシート提出による応募が中心であり、そのため多様な支援
を入学早々から行っています。
　キャリアガイダンス、職業指導、現代社会論、接客マナー等
の科目で、企業研究、エントリーシートや小論文・作文の書き
方、面接（個別及び集団）、礼儀作法等の指導・演習に、入
学時から取り組んでいます。その中で特筆すべきは１年次夏休
み中に実施するインターンシップです。担当教員の指導のもと
に、受け入れ企業への連絡から１週間に及ぶ就業体験、そして
体験発表会に至るまでの一連の流れの中で職業観や勤労意欲
を育むことを意図しています。また、原則として毎月１回地域
の企業経営者等を講師としてお招きして公開講座を開催し、
学生の視野の広がりを期待しています。さらに企業人育成とい
う科としての性格を明確にするため、「秘書検定」「パソコン検
定」は全員受検し、２級以上の資格取得を目指しています。
　就職状況は金融機関、事務職等、高校には求人がない職種
に多数合格しています。

別府大学短期大学部の就職・進路支援体制

就職ガイダンスの様子
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― 佐賀県のご出身ですね
　吉野ヶ里遺跡のある佐賀県三田川町が
ふるさとです。筑紫平野がひろがる自然
豊かなところです。子どもの頃は小柄な
がら人一倍声が大きくて活発でした。今
でもそうですけれど（笑）。
― 会計学はどんな学問ですか
　会計は、簡単に言うとお金の出納を管
理する活動のことで、その会計を理論的
に研究する学問が会計学です。会社でも
家庭でもお金を扱うところには会計があ
り、非常に身近な現象を扱う学問といえ
ます。
― 先生の研究テーマは
　企業における人的資源を会計学の俎上
の載せることです。企業の経済活動はヒ
ト・モノ・カネの３つが基盤です。ま
た、企業経営者は「うちの従業員は会社
の大切な財産だ」というような言い方を
よくします。しかし、モノ・カネといっ
た資源は会社の資産に計上されますが、
ヒトのような資源はその貨幣価値を測定
する方法がなく、会社の資産として計上
できていません。
― 会社の資産が正当に評価されていない
　その可能性があります。とくに金融や
サービス業などではヒトに代表される無
形資産が企業価値の重要な部分を占めま
すから、それを貨幣価値で表し、きちん
と評価することが重要になります。
― 難しいですね
　言葉は慣れないと難しいかもしれませ
んが、会計そのものは家庭でも日常的に
行われている活動です。身近な経済活動
を理論的に学ぶと、簿記や経理なども
スッキリと理解でき、社会に出て非常に
役に立ちます。
― 理論と実務の両輪ですね
国際経営学部では、その両方が学べま

す。身近な具体例を挙げて企業会計の現
実を知り、何故そうなるかを考えて理論
を学んでいきます。
― なぜ会計学を志したのですか
　子どもの頃に何度も入院して手術を受
けた経験があり、その尊敬と憧れから将
来は医者になりたいと思っていました。
しかし、浪人が決まったときに文系に転
じ、広い大地や雪への憧れなどで進学し
たのが北海道大学で、公認会計士の資格
取得を目指そうと経済学部に入学しまし
た。
― いまは研究者になられていますが
　大学２年のときに吉見宏先生から会計
学の魅力を教えていただき、先生のゼミ
に入りました。公認会計士の試験勉強を
続けるために進んだ大学院で、先生と同
じ研究者になる道を志すことにしまし
た。振り返ってみると、恩師との出会い
が大きかったですね。吉見先生との出会
いがなければ、今の私はありません。
― 北海道はいかがでしたか
　中学・高校は私立男子校の環境に馴染
めず暗い青春を送りましたが、大学進学
でリセットできました。性格も本来の明
るさを取り戻し、何にでもトライするよ
うになりました。いわゆる大学デビュー
です（笑）。九州出身にも関わらず無謀に
もスキー部に入り、本場の冬を満喫しま
した。サッカーサークルを立ち上げてＧ
Ｍになるなど、大いに大学生活を楽しみ
ました。
― 大学１年の英国経験が大きかったとか
　受験英語は苦手でしたが、いざ英国に
留学してみると意外にも英語が通じまし
た。読み書き能力も必要ですが、実際に
は聞く話す能力がより大切だと体感し、
生きた英語は面白いことを知りました。
結果として世界が身近なものとなり、外

⻆田　幸太郎 先生　プロフィール
●別府大学国際経営学部助教
●専門は会計学（無形資産会計）
●北海道大学大学院経済学研究科博士
課程単位取得満期退学。
●大学１年の英国留学でプレミアリー
グの試合を観戦した際にプロサッ
カー選手と対面。以降、英国とサッ
カーの虜となり毎年のように渡英。
●暗かった高校時代から一転して北海
道ではスキーやサッカーに明け暮れ
る。奥さんも北海道でゲット。昨年
11月に愛娘が誕生してパパに。

国に対する恐怖感や精神的な壁がなくな
りましたね。
― いまもサッカーが趣味ですね
　サガン鳥栖と大分トリニータ、英国で
はチェルシーなどを応援しています。英
国のプロサッカークラブでは他のクラブ
に移籍金を支払って有望な選手を引き抜
き、選手と複数年契約を結ぶのが一般的
です。移籍金は会計上無形資産として計
上されます。企業の人的資源が貨幣価値
として表される典型例であり、研究上も
恰好の対象です。趣味と実益を兼ねて応
援しています。
― 学生に期待することは
　大学時代は人生で一番自由な時間があ
る時期。興味あることに積極的にチャレ
ンジしてほしいです。また、別府大学に
は中国や韓国からの留学生がたくさんい
ます。日本人学生にとっても外国の言葉
や文化が学べる環境にあります。お互い
にこの貴重な機会を生かして積極的に交
流し、学びあってほしいですね。

サッカーへの関心が会計学に結び付く！

vol.9
別府大学国際経営学部　助教
⻆田　幸太郎 先生
すみ た こう た ろう

研究者インタビュー

国際経営学部で最年少の⻆田先生。飾ら
ない明るい性格で誰からも愛されていま
す。会計学や研究テーマのほかに、学生
時代のことなどをうかがいました。

⻆田先生のゼミ⻆田先生のゼミ
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― 臨床栄養学はどのような学問ですか
　栄養面から病気の予防や治療にアプ
ローチする栄養学の一分野です。
― 栄養で医療の一翼を担う
　病気にかかった患者さんの治療を行う
ためには、医師や看護師だけでなく様々
な分野の医療スタッフが必要となります。
病院における管理栄養士の役割は、医療
スタッフの一員として、医師の治療方針
を理解しながら、適切な食事療法を組み
立て、日々の食事を通して健康の回復を
図ることにあります。
― 先生も病院に勤務されていましたね
　岡山の川崎医科大学附属病院で管理
栄養士として働いていました。約３０人の
管理栄養士と献立作りや給食管理、患者
への栄養指導を行っていました。1,000
床の大きな病院ですから、多様な疾患に
応じて朝昼晩それぞれに何十種類もの献
立が必要となります。カンファレンス（患
者の治療方針を検討・確認する会議）に
も加わりますから、専門家としての力量
が問われますし、非常に勉強になりまし
た。
― 栄養指導は難しそうですね
　実際に患者さんを相手にしますし、外
来の方も多いので、給食管理とは違う難
しさがあります。病気の状態はもちろ
ん、家庭環境や仕事なども勘案しなが
ら、ひとりひとりに合った本当に役立つ
指導をしなければなりません。理想的な
目標を掲げても長続きしなければ意味が
ありません。小さなことでもコツコツと
積み重ねることが大切です。
― お生まれは香川県ですね
　田んぼや畑のなかに溜め池が点在する
自然豊かなところです。家が農家で新鮮
な野菜を子どもの頃から味わっていまし
たし、料理の手伝いも大好きでした。

― ピアノがお上手とうかがいました
　３才から１８才まで習っていましたが、
それ以降は弾く機会がなく、いまはどう
でしょうか。披露する自信がありません
（笑）。
― 管理栄養士を目指した理由は
　自立して生きるために資格を持ちなさ
いと母からずっと言われていました。自
分でも人の役に立つ医療系の仕事がした
いと考え、もともと料理や家庭科が好き
だったこともあり、管理栄養士になろう
と考えました。
― 大学生活はいかがでしたか
　３年次にある半年の臨床実習に向け
て、１・２年の間はカリキュラムがびっし
りでした。でも、自分が希望した世界だっ
たので、勉強は楽しかったですね。実習
で医療現場を体験し、より深い専門知識
が必要と考えて大学院に進学しました。
― 研究テーマは
　大学院では食事制限と健康の関係を研
究していました。現在は、健常者がお酒
を飲む時にどのような食事の取り方がベ
ターなのかを研究しています。「お酒と
一緒に食べて血糖値を上げにくい食品」
などが提案できればと考えています。
― 栄養士と管理栄養士の違いは
　同じ栄養の専門家なのですが、高度な
専門知識が必要とされる特定の業務は管
理栄養士だけに認められています。管理
栄養士は病院や保健所、栄養士は保育所
や給食事業所が主な職場となっています。
― 教育で心掛けていることは
　人間として成長してほしいということで
す。就職後は、患者や同僚とコミュニケー
ションをとる力、思いやりや感謝の心が大
切になります。学生には栄養価計算だけ
の栄養士にはならないようにと言っていま
す。

平包　留美 先生　プロフィール
●別府大学短期大学部食物栄養科准
教授
●専門は臨床栄養、栄養教育
●川崎医療福祉大学医療技術学部栄
養学科卒、同大学大学院医療技術
学研究科修士課程修了、同博士課
程退学。
●川崎医科大学附属病院栄養部に管
理栄養士として勤務の後、本学に
着任。
●ピアノのほかマーチングバンドでベ
ルリラ（鉄琴）や小太鼓も演奏。
好きな科目は音楽、生物、化学、
家庭科。体育やスポーツは苦手。

― 食物栄養科のよさは
　先生が本気で学生に向き合っていると
ころです。愛情をもって接し、指導すべ
きことは誤魔化さずにきちんと指導しま
す。体当たり教育が学科の伝統だと思っ
ています。小さい学科の良さで、みな仲
がよく、ほのぼのとしているところも魅
力です。学生も２年間で驚くほど成長し
てくれています。
― 卒業生との関係も深いとか
　卒業生による栄養学の勉強会が月に
１回、管理栄養士を目指す卒業生の勉
強会が週に１回あります。みな仕事帰
りに短大に集まり、夜９時頃まで勉強し
ます。卒業生との絆が強いのも学科の
魅力です。
― 学生へのメッセージをお願いします
　知識や技術はもちろんのこと、人の気
持ちが分かる、思いやりのある栄養士に
育ってほしいと願っています。信頼される
栄養士を目指して一緒に頑張りましょう。

臨床栄養や栄養教育がご専門の平包先生。
インタビューからは礼儀正しく朗らかな
人柄と、愛情のある栄養士を育てたいと
いう思いがひしひしと伝わってきました。

思いやりのある栄養士を育てたい

vol.10
別府大学短期大学部食物栄養科　准教授

平包　留美先生

イクメンパパの料理教室イクメンパパの料理教室

ひら がね る み
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国際交流

韓国の漢陽女子大学と交流協定締結韓国の漢陽女子大学と交流協定締結 タイのラチャモンコン・
ラタナコシン科学技術大学を視察

　2011年9月24日から28日まで、本学の小松伸二郎常任理事と友永植
文学部長が、タイのラチャモンコン・ラタナコシン科学技術大学
（RUTR）を訪問しました。当大学は、230年前に設立され、専門学校
を経て、2000年に大学に転換された伝統のある大学です。現在、タイ
国内に4キャンパスを擁し、約10,000人の学生が学んでいます。
　RUTRはタイで最初に日本語教育を始めた大学で、その歴史は70年に
及んでいます。日本語学科はボピットピムックチャカワットキャンパス
の教養部に属しており、常勤教員6人（日本人教師1名）、非常勤3人の
教員が日本語教育に携わっています。毎年、RUTRはタイ全土の日本語
学習者を対象に「日本語試験」を実施しており、これには中学生から大
学生まで約1,400人が参加するとのことです。
　一行は本部のサラヤーキャンパスを訪れ、イサリー学長以下、RUTR
の主要な関係者と両学の交流について意見交換を行いました。イサリー
学長は、「タイでは日系企業が多く進出しており、日本に対する期待が
大きい。RUTRにおいても日本語教育に力を入れるともに、日本への留
学を積極的に進めたい」と話していました。本学としても、今後、
RUTRからの留学生受入の体制を整えて行きたいと思います。

イサリー学長（中央）と小松常任理事（左隣）イサリー学長（中央）と小松常任理事（左隣）日高理事長（右）と魯総長（左）日高理事長（右）と魯総長（左）

　２０１２年１月１３日に日高紘一郎理事長が韓国の漢陽女子大学を訪問し、
交流に関する協定書に調印しました。
　漢陽女子大学とは、２００３年に本学の短大が協定を結び、短大の学生
が研修旅行で訪れたり、インターシップの短期留学生を受け入れたりと交
流を進めて来ましたが、今回、大学への編入学指定校推薦入学を盛り込
み、更に内容を深めた「教職員及び学生の交流に関する覚書」を交わし、
大学及び短大を包括して学校法人として、「交流に関する協定書」を締結
しました。
　漢陽女子大学はソウル市内の小高い丘の上に位置し、学生数約７千名
で、校訓は「愛の実践」です。１９７４年の設立当時は３学科でしたが、現
在では日本語通訳科、幼児教育学科、コンピューター情報科や歯科衛生
学科など２７学科を擁しています。同大学は一人の教員が一つの企業を担
当する「一社一教員協定制」を実施するなど、就職先の開拓にも力を入
れています。
　２００９年には、漢陽女子大学の教授が本学で繊維作品の展覧会を開催
し、また、総長の魯徳柱氏は２０１０年に別府大学名誉博士の称号を授与さ
れており、今後の活発な交流が期待されます。

本学学生の韓国・大邱科学大学
「グローバルTSUキャンプ」への参加
本学学生の韓国・大邱科学大学

「グローバルTSUキャンプ」への参加
韓国・仁濟大学の学生と本学学生が懇談

▲仁済大学の
　学生
▲仁済大学の
　学生

本学学生（右側）との意見交換▼本学学生（右側）との意見交換▼
キャンプに参加した本学学生と
ＴＳＵの教員の皆さん
キャンプに参加した本学学生と
ＴＳＵの教員の皆さん

　2012年1月10日から18日まで、本学の学生10名が韓国の大邱科学大
学が主催する「グローバルTSUキャンプ」に参加しました。このキャンプは、
同大学が日本語圏・英語圏・中国語圏の大学生を招待して実施する企画
です。
　本学は同大学と2005年に交流協定を締結し、留学生やインターンシッ
プの受け入れ、あるいは遠隔地授業の実施など幅広い交流を行っています
が、当キャンプへの参加もその一環です。これまで主として短期大学部の
学生が参加してきましたが、今回は短大生の地域総合科学科の学生３名と
4大の国際言語・文化学科、史学・文化財学科、人間関係学科の学生７
名が参加しました。リーダー後藤香里さん（国文学科４年）は今回のキャ
ンプについて「この機会は私の人生に大きな影響を与えると思う」と感想
を述べています。

　2011年12月22日、韓国の仁濟大学から李進厚教授の引率で5名の学
生が本学を訪れ、本学学生と懇談ならびに意見交換を行いました。仁濟
大学と本学とは、1999年に交流協定を締結し、その後、学生や教員の
相互交流を行っています。今回は、仁濟大学の学生から、学生主導の研
究プログラム「グローバル・チャレンジャー」の一環として、「韓流と
嫌韓流の現状」について日本人学生の意見を求めたいという希望があ
り、実現しました。
　当日は、本学から5名の学生が出席しました。出席した皆さんは、
2012年1月に韓国・大邱科学大学のキャンプ（TSU グローバルキャン
プ）に参加する予定の諸君です。日本でも「韓流」が話題になっている
だけに、両国の文化の違いなどを踏まえて、熱心な意見交換が行われま
した。この会には、本学から鈴木美佳、羽田野友季絵、小野唯衣、筒井
佳澄、西村早百合の皆さんが出席しました。今回の学生主体の意見交換
会は、今後の国際交流の在り方を考える上で大変参考になりました。
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イラスト研究部　楽しんでいます

　文化会とは、18団体の文化系サークルの集まりです。それぞれの
サークルが文化的目標や目的を持ち、日々楽しく活動しています。ま
た、文化会全体で取り組む活動もあり、さつき祭や石垣祭といった学
園祭や、リーダーシップトレーニング（研修旅行）等があります。
　私は、その文化会サークルのひとつであるイラスト研究部に所属し
ています。活動としては、学園祭やコンパルホールでの展示のほか、
年に４回ほど「ＯＵＴＳＩＤＥ」という部内誌も発行しています。イ
ラストを描くこと、見ることが好きな人達が集まって、楽しく活動し
ています。
　サークルに入って、学年・学部・学科を越えて交流できるということは
とても楽しく、有意義なことだと思います。大学を卒業して社会に出てか
らも、サークルでの経験や培った人間関係で得たものは必ず役に立ちま
す。これから、より一層充実したサークル活動ができるよう、新入生の文
化会ならびにイラスト研究部への加入を期待しています。

（食物栄養科学部　食物栄養学科　３年　田中　芙美）

バレーボール部が「大分県ふうせんバレー
ボール競技会」から感謝状を授与される

　2011年10月3日、本学のスポーツ振興会バレーボール部が「大分県
ふうせんバレーボール協議会」から感謝状を授与されました。同部は
長年にわたり「ふうせんバレーボール」の審判に携わっており、今回、
そのボランティア活動が高く評価されました。
　「ふうせんバレーボール」競技は一般にはなじみが薄いのですが、近
年、身体障がい者のスポーツ競技として注目されており、2010年の大
分国体で初めてオープン競技として登録されました。競技は身障者と
健常者が一緒に6名のチームを組み、直径40センチのふうせんボール
を打ち合うもので、基本的なルールはバレーボールに準じています。
身障者と健常者がともに競技できるスポーツとしてこれからの普及が
期待されています。
　同部は2004年から本競技の審判に取り組んでおり、毎年、宇佐市で
開催される「大分大会」に向け研鑽を積んでいます。今後もこの取組
を継続するとともに、「ふうせんバレーボール」の社会への普及に努め
てもらいたいと思います。

いきいき別大生

「別府大学ＢＢＳ会」が法務大臣・
厚生労働省局長から感謝状を授与される
　昨年11月22日（火）、第34回大分県保護司大会におきまして、本学
サークルの別府ＢＢＳ会が法務大臣ならびに厚生労働省医薬食品局長
から感謝状をいただきました。
　別府大学ＢＢＳ会は、文学部人間関係学科の学生で構成するボラン
ティアサークルです。そもそもＢＢＳ会は法務省が支援するボランティ
ア団体で、様々な問題を抱える少年と兄や姉のような身近な存在とし
て接しながら少年の成長を支援するとともに、犯罪や非行のない地域
社会の実現を目指して活動しています。この他に、別府大学ＢＢＳ会
では、児童福祉施設における家庭教師活動や自治公民館を利用した寺
子屋活動なども実施しています。
　「先輩たちから続く長年の活動が認められて嬉しいです」と会長の真
部さん。12月に行われた別府ＢＢＳ会の総会では幹部交代が行われ、
学科創設以来10年以上続く活動は次の代に引き継がれました。　

別府市上人公民館での
「寺子屋」活動の様子
別府市上人公民館での
「寺子屋」活動の様子

感謝状を授与される
真部愛美さん
感謝状を授与される
真部愛美さん

金田智道会長から感謝状を授与される東佳輔キャプテン金田智道会長から感謝状を授与される東佳輔キャプテン

イラスト部 部会の様子イラスト部 部会の様子

卓球部　がんばっています

　卓球部は、別府大学スポーツ振興会全19サークルのうちのひとつで
す。
　卓球部は、自他共に認める楽しいサークルです。部員みんなが明るく
元気に毎日まじめに練習に取り組んでいます。日々の練習の成果で、技
術の向上やチームのまとまりが見られるようになりました。
　また、留学生との交流も盛んです。今までに韓国・中国・モンゴルの
留学生の方とも一緒に活動してきました。別府大学だからこそ、いろん
な国の方と出会うことができ、一緒にスポーツをすることも可能なんだ
なと思います。留学生の参加により、技術の向上だけでなく語学の修得
もできるかもしれませんよ。
　部の活動として、年２回開催される大分県学生卓球選手権に参加して
います。この大会で結果が残せるように励んでいます。
　今年は九州インカレが大分で開催されることもあり、部員一同練習に
も熱が入っています。新入生を新たに加え、さらに部を盛り上げていき
たいと思っているので、卓球部ならびにスポーツ振興会への加入を期待
しています。

（文学部　人間関係学科　４年　住原　理瑳）

練習に励む黒木隆世さん（左）と河津武佳君（右）練習に励む黒木隆世さん（左）と河津武佳君（右）
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がんばってます留学生

留学生の初釜・餅つき体験

　2012年1月4日、大分市の福徳学
院高等学校において、留学生を対象
とする初釜とお餅つきが行われ、本
学の留学生も23名が参加しました。
この企画は、福徳学院高等学校が初
釜を大分県で暮らす留学生に体験し
てもらおうと12年前に始め、途中よ
り大分南ライオンズクラブが加わ
り、同クラブによるお餅つきも実施されています。本年度は約40名の
留学生が日本文化の一端に触れました。
　午後1時、福徳学院高等学校の茶室において、同校の茶道部を指導し
ている茶の師範より茶道の心得が説明された後、お茶が立てられまし
た。10名ほどの留学生が師範の指導でお茶を立て、参加者全員に和菓
子とお茶がふるまわれた。
　初釜の後、校庭でお餅つきを体験した。慣れない手つきで餅をつき、
あんこをくるみ、つきたての餅を食した。雪がちらつく大変寒い日で
あったが、本学の留学生にとって、日本の伝統的な文化に触れる貴重
な機会になりました。

｢きちょくれ大分輪をつなげプロジェクトⅡ｣で受賞

　11月19日、｢きちょくれ大分輪をつなげ
プロジェクトⅡ～地域に生きる留学生
フォーラム～｣が大分市コンパルホールで催
され、本学から張　君侠（地域総合科学科
２年）君、李　昇宴（文学研究科・文化財
学専攻）さんが参加しました。本年度から
２部構成で実施され、第１部では留学生に
よるスピーチコンテストに張君が出場、第
２部では李さんが参加し、留学生による地
域提言シンポジウムで、「外国人を引きつけ
る大分」というテーマのもとシンポジウムを行いました。１部のスピー
チでは、立派に発表を行いましたが、惜しくも上位入賞にならず、優
良賞になりました。２部のシンポジウムでは、留学生の視点から、別
府市でよりよく学べる環境にしていってはどうかという発表を行いま
した。本学の客員教員である辻野先生がコーディネーターを務め、会
場にいた参加者も含め様々な意見などが飛び交いとても有意義な時間
となりました。

受賞式後の記念撮影受賞式後の記念撮影

李 昇宴さん（右）李 昇宴さん（右）

張 君侠 君張 君侠 君

初めての餅つきです初めての餅つきです

茶道の説明を聞く留学生たち茶道の説明を聞く留学生たち

ＯＢＳラジオトピッカーの番組に出演

　11月30日、本学の学生である、白　孝珍さん（韓国）、曺　承喜さ
ん（韓国）、呂　元静さん（中国）たちがラジオトピッカーに出演しま
した。3人は当然ラジオ番組に出演するのは初めてのことでとても緊張
していました。今回のテーマは「鍋」でそれぞれ母国での良く食べる
ものについて、また日本に来てから好きになったものなどの話をしま
した。出演後は、留学生活の中でとても良い経験になり、とても有意
義になったようです。

｢女子留学生日本語弁論大会｣で受賞

　「女子留学生日本語弁論大会」が、2011年10月30日に別府市国際交
流会館で行われました。この大会は、日本で学ぶ留学生を支援する国
連NGO世界女性平和連合が主催したものです。本大会は15回目とな
る全国大会の予選、大分県大会として開催されました。
　本学からは、大学院文学研究科日本語・日本文学専攻2年の張蕾さん
（中国）、文学部国際言語・文化学科3年の白孝珍さん（韓国）、同学科
3年の陳玉さん（中国）、同学科1年の王翔坤さん（中国）、短期留学生
の李仁花さん（韓国）と郭恩熙さん（韓国）の6人が出場しました。
　総勢10名の中から、「世界平和のためにできること～「人」という漢
字は何だろう～」という題で発表した張蕾さんが、優秀賞（第2位）を
受賞。他の5名も練習の成果を出して流暢な日本語を披露し、会場から
は熱い拍手が送られていました。

トピッカーのドライバーにはさまれて、
左から白さん、呂さん、曺さん
トピッカーのドライバーにはさまれて、
左から白さん、呂さん、曺さん

受賞式後の記念撮影受賞式後の記念撮影
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 安房田 司郎先生（食物栄養科学部　食物栄養科学科）
①9年 ②基礎栄養学、特殊環境栄養学、栄養生化学、など。管理栄
養士の国家試験合格率を８０％に引き上げることを目指す ③学科の
開設時から大変お世話になりました。少子化により、厳しい環境で
はありますが、地域の人々の期待に応えて研究・教育に益々の発展
をお願いいたします。学生の皆様、楽しい時間をありがとうございました。管理栄
養士として地域住民の健康管理に貢献できるよう頑張って勉強してください。期待
しています。

学園を支えていただいた方々学学学学学学学学学学学学学学園園園園園園園園園園園園園園をををををををををををををを支支支支支支支支支支支支支支ええええええええええええええてててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたた方方方方方方方方方方方方方方々々々々々々々々々々々々々々学園を支えていただいた方々
長年にわたり大学・短大を支え、2011年度をもって本学を退任される先生方の足跡を紹介させていただきます。皆さん、大変
お世話になりました。（文中の①は在籍年数、②は専門分野、授業科目、本学でやりたかったこと等、③は退任任に当たっての言葉です）

大学・短期大学部五十音順

 上田　見二先生（文学部　国際言語・文化学科）
①38年間 ②専門は英米文学だが、特に19世紀米国文学。専門分野
だけでなく、教養英語を通じてあらゆる学科の学生たちに教授。ハワ
イ大学をはじめ、本学の特徴であった海外留学制度を強力に推し進め
てきた。1986年には、ウィンチェスター大学の客員教授も。③感無
量、とても一言では言えない。総じて幸せでありがたい38年でした。感謝申し上げ
ます。これからも今までとおり、上田流のスピリット"I W W"（イキイキ、ワクワク、
ワッハッハ！）で生きていきます。

 丑木　幸男先生（文学部　史学・文化財学科）
①4年 ②アーカイブズ学・日本近代史。本学アーカイブズセンターに
所蔵されている古文書のアーカイブズ化 ③本学の古文書の多くは未
整理なまま死蔵されているので、国際的に提案されているアーカイブ
ズ整理理論にもとづいた文書目録を学生とともに作ってきました。貴
重なアーカイブズ資源を有効に活用できるようになることを期待しています。学生諸
君においては、青春を無駄遣いすることなく、自分のことばで話すことができるおと
なになってほしいと思います。

 池口　守先生（文学部　史学・文化財学科)
①４年半 ②西洋古代史（古代ローマ経済史） ③別府大では西洋史の
授業に加えて英語科目も担当しましたが，英文法とイギリス小話と
ポップ・ミュージックを組み合わせた授業を楽しんでもらえたのではな
いかと思います。今後も英語や専門の勉強を楽しみながら続けてくだ
さい。別府大にときどき寄らせていただき、学生の皆さんが成長していく姿を見守り
たいと思います。

 白石　邦俊 先生（文学部　国際言語・文化学科）
①６年間 ②マンガ・アニメーションの講義、実習。 ③別府大学ではマ
ンガ・アニメーション作家を育てようと思い、とりわけ、ストーリー構
成力やキャラクターの造詣の大切さを伝えようとしてきました。十
分、作家の原石が育っていると思います。ただ、欲が無さすぎだと感
じています。目的に向かってもっともっと貪欲であってほしいと思います。この6年間
色々な意味で勉強させていただきました。感謝しております。

 瀬戸口 昌也先生（別府大学　教職課程）
①16年間 ②教育哲学（ディルタイの教育学）が専門。教育学、教育
方法論、教育制度論、学校教育論、教育メディア論など、教職関連
科目を中心に授業 ③教職を志望する学生を支援するだけではなく、
教育学の醍醐味を伝えたかったです。学生とは、時に対決（？）し、
時に振り回されたりもしましたが、とても楽しかったです。大事な思い出です。大学
の教員として、研究者として多くのことを学んだ16年間でした。どうもありがとうご
ざいました。

 田島　松二先生（文学部　国際言語・文化学科）
①5年間 ②英語学（英語史）・社会言語学 ③素朴で真面目な学生や
友好的な教職員に恵まれたこと、風光明媚、湯煙のぼる鉄輪で暮らせ
たこと、鶴見山系を縦走できたこと、等々、いつまでも心に残る思い
出ばかりです。44年にわたる教員生活の最後を別府大で過ごせたこ
とに感謝しています。

 古川　謙介先生（食物栄養科学部　発酵食品学科）
①5年間 ②応用微生物学（環境浄化微生物の新機能の探索、開発、
利用）、「バイオテクノロジー論」、「環境微生物学」等。三和酒類（株）
と４年間共同研究「地域にと連携したバイオテクノロジー研究」を実
施するなど、地域と連携した研究が多数。 ③本学の学生はノビシロ
が高い学生たちだと思います。別府大学が東九州のバイオ拠点となることをお祈り
します。

 三城　大介先生（文学部　人間関係学科）
①8年間 ②精神保健福祉分野、特に精神障害者の就労支援。地域に求
められるソーシャルワーカーを育成しながら、大分県における精神障が
い者の就労支援プログラム（ＩＰＳ）の立ち上げ、完成に関わる。 ③本学
学生は可能性を秘めた野武士的気骨があると思います。学生と向き合う
ことで自身が成長できたように感じた8年間でした。

 阿部　孝士先生（短期大学部・保育科）
①10年間 ②教育制度論。学生に対しては、憲法などの授業を通じ、
戦後の時代背景を感じてもらいながら民主主義について考えもらいた
いと考えていた。また、学生募集については、計数化をすすめて、
活動の戦略・戦術の確立をめざした。 ③１０年間の勤務を終えるのか
と思うと、別府大学、別府大学短期大学部にこの上ない愛着を感じていることが、し
みじみと懐に染みてきます。授業中にもう少し知的緊張感があったらと少しさびしく
感じています。

 安部　義和先生（短期大学部・初等教育科）
①6年間 ②地理学、教職科目 ③いつも考えることの楽しさについて
学生に語ってきました。40年間の教師生活を背景に話をしたためか、
学生の皆さんが楽しく受け入れてくれたことが本当にうれしい。考え
るための素材はどこにでもころがっているのに、時代のせいか、面倒
くさがる人が増えてきました。日本の国が大変なときですが、考えることを忘れず
に、自信と誇りをもって、ともにがんばりましょう。

 石井　保廣先生（別府大学付属図書館館長）
①7年間 ②図書館学。館長として、図書館の情報化や授業改善に尽力。資料組織演
習でわが国初の機関リポジトリ登録演習を実施したほか、学生の選書ツアーや図書館
見学ツアーのほかシラバス掲載の参考図書の収集、電子ジャーナルの充実など、多
くの新規企画に関わってきた。 ③素直で真面目な学生であることが本学の特徴で、
授業や演習が和気あいあいと行うことができ、この7年間私自身の充実感にもつながっています。浅学
な私が先生方・職員の皆様方のご指導、ご支援を仰ぎ教育と図書館運営に携わってこれたことは、さ
らに歳を重ねても生涯の喜びと想い出として生きていく糧になるものと深く感謝申し上げます。

 小野　善寛先生（短期大学部・初等教育科）
①4年間（明星小学校2年間を含む） ②国語科指導法、生活科・社会
科等の講義 ③学生に何を教えるのか、最初は迷いましたが、年次が
進むにつれて学生としっくりいくようになり、また教育課程の研究で
は現場では味わえない論理を学ぶことができました。とても純真で素
直な学生が多かったと感じています。大学で学んだことを活かし、これからは地域の
発展に寄与したいと考えています。ありがとうございました。

 児玉　元治先生（短期大学部・初等教育科）
①4年間 ②算数科指導法。大分県美術協会書道部会常任委員・大分
支部長をつとめるなど、書道にも造詣が深い ③将来必要になる教師
としての資質ということを考えながら授業をしていました。前向きな
学生が多く、現場で十分活躍できる資質が身につきつつあると思って
ます。今後、早く一人前の教師・社会人となってがんばってほしいと願っています。
大学という場を経験して、見方・考え方が広がり、人間として成長したような気がし
ます。ありがとうございました。感謝！！

 西村　慶治 先生（短期大学部・地域総合科学科）
①1年間 ②キャリアデザイン。ライフワークは、「『夢』のある元気
な未来創りのおてつだい」。「人」に関わる各種テーマで、行政機
関や教育機関を始め、民間企業や各種団体でも多くの講師を経
験。 ③一人ひとりの学生さんの中に、未来への可能性を見つけるこ
とができました。これからも自分の持ち味を大切にして、成長を続けて欲しいと
思います。お世話になりました教職員の方々や授業を一緒に創ってくれた学生の
みなさんに改めて感謝申し上げます。

 井上　富江先生（食物栄養科学部　食物栄養学科）
①47年 ②フランス中世文学（特に南仏吟遊詩人たち、アーサー王文
学）、フランス語教育法、など。フランスのモンペリエ第三大学、調
理専門学校との交流に尽力 ③別府大学の学生の真面目な熱心さは、
留学先で修士号を獲得するなど、留学先のフランスからも高く評価さ
れています。この交流は共に得難いものなので、今後もずっと続け
ていっていただきたいです。
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後輩への言葉

　私は文学にとても興味をもっています。文学は自分のこ
とや社会のことなど顧みるきっかけを与えてくれるからで
す。なので、大学・大学院とあわせて6年間、文学について
学んできました。この別府大学は研究しやすい環境が整い、
先生方も丁寧に指導して下さったので、楽しく研究するこ
とができました。別府大学で学ぶことができて本当によかっ

たと思っています。
後輩の皆さんも、環境を積極的に活用して、興味を持って
いることにとことん取り組んでみるといいと思います。楽
しめるものを見つけ、充実した学生生活を送ることができ
るよう願っています。

三浦　世理奈 さん（日本語・日本文学専攻　博士前期課程）

　はじめまして、今年の３月まで在籍していた大学院生の伊
藤剛史です。私自身、このような書き始めでいいのかと思い
ますが、何事も自己紹介からという固定観念を抱いているの
か書いてしまいました。さて、肝心の内容。在学生へのメッ
セージでしたね。しかし、どのようなことを伝えたらいいの
か悩みました。そこで、私が大学生活を送った中で思った事
を書きます。大学生活はあっという間でした。入学したかと

思ったら卒業してしまいましたから。まあ、何が言いたいか
というと『何事もしっかり計画し、実行していかないと終わ
らない』ということですね。ですが、あわてることはありま
せん。毎日、努力して進めていけば達成できますよ。そして、
前の日よりも少しスゴイ自分となって、思い描いたスゴイ自
分になってください。最後に卒業生として在学生がよき日々
を過ごせることを願って締めくくらせていただきます。読ん
でいただきありがとうございました。

伊藤　剛史 さん（食物栄養科専攻　修士課程修了）

　大学では、様々なことに挑戦し、自らを高めることができ
ます。私は、社会福祉士と精神保健福祉士という二つの国家
資格に挑戦しました。当初「自分にできるだろうか」という
不安はありましたが、挑戦無くして得られるものは無いと考
え、受験を決意しました。そして、何度も挫けそうになりな
がらも、先生や共に学ぶ仲間など、周囲の協力を受けて最後

まで学習に取り組みました。
　限られた時間を無難に過ごすことは簡単です。しかし、そ
の安易を振り切って挑戦すれば、自らの可能性を広げ、人生
を変えることができます。大学生活において「自分にできる
だろうか」と迷った際には、「自分にはそれに取り組むチャン
スが与えられた」と考え、自らの可能性を信じて挑戦してい
くことを、強くおすすめします。

後藤　春生 さん（文学部　人間関係学科　社会福祉コース　４年）

　私にとって短大は、多くの出会いがあり、自分自身を見つ
めなおす場だったように思います。資格取得のために選択し
た授業では違う科との繋がりができ、学園祭の実行委員では
科や学年を超えた繋がりをつくることができました。授業や
実行委員を通してできた繋がりは、学校生活だけでなく就職

活動でも支えになりました。自分を客観的に見たアドバイス
をもらったり、励ましてもらったりと本当に力をもらってい
ました。友人だけでなく、先生方も忙しい中時間をとって
ゆっくり話を聞いてくれたり、自分ひとりでは気づけなかっ
たことに気づかせてくれました。在学生のみなさんにも、こ
れから入学してくるみなさんにも、人との繋がりを大切にし
て、有意義な学生生活を送ってもらえたらと思います。

園田　香織 さん（地域総合科学科　２年）

　私が別科に入学して早いものでもう2年が経とうとしてい
ます。別府に来た頃の私は日本語検定2級のレベルに達して
いなかったので、話すことはもちろん、正確に聞き取ること
すらできませんでした。また、全く知らない所で、両親と離
れて一人で生きていかなければならない厳しさに涙を流すこ
ともありました。でも、日本に留学したからには1日でも早
く1級に合格しなければ…と思って、がんばりました。
　別科では、学生のレベルによって少人数のクラスで教育が行

われています。最初は緊張と不安でいっぱいだったのですが、
和やかな先輩たちの雰囲気と親切な先生たちの雰囲気と親切な
先生方のおかげですぐに慣れました。分からないことがあって
も先輩や先生たちがすぐに教えてくれます。また、先生方の授
業もおもしろくて覚えやすいし、毎週火曜に復習テストがある
ので大変役に立ちました。私は別科に入学して半年で2級に合格
し、その後半年で1級にも合格することができました。別科での
勉強は本当に楽しかったし、日本語を勉強するにはいいところ
だと思います。

段　暁鵬 さん（別科　日本語課程）

　私は人に役立つ仕事を得たいと願い、これを人生の目標にし
て看護学校に入学しました。実習は自己管理、レポート、学習
と緊張の連続で厳しい日々でした。しかし病と闘いながら私達
学生に温かい励ましをして下さる人、患者さんに献身的な愛情
を注ぐご家族の姿、病気を理解し向き合う方々に感動を覚えま

した。看護はどのような状況の時も一方的なものではなく、患
者様を尊重し理解し気持ちに寄り添い始めて成り立つものと学
びました。
　実習中は新しい体験や学びの連続でしたが、この目標に向か
う思いは見失いませんでした。今後も努力を惜しまず人として
も成長したいと願っています。

水野　晴子 さん（附属看護専門学校〈全日制〉　２年）
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学園Ｎｅｗｓ

大分ユーモアまんが大賞が決定！
大　学     

　昨年別府大学創立60周年記念事業として始められた企画を継続
し、第２回が開催されました。ユーモアに秀でた大分の地域特性を活
かそうという趣旨ですが、全国各地から前回の約50％増の作品が寄
せられました。応募者総数160名、応募作品数235作品。特にストー
リー・４コマ部門はいろいろなタイプの作品が揃い、「夕方なしか」
の吉田寛さんや大分プロレスのジ・アッチィーさんらの審査員の方々
も選考に大いに悩まれたようです。その結果、大賞はこわだ　みつさ
ん（男性32歳）＝愛媛県＝の四コママンガ「アトリエこわだ」、１コ
マまんが部門は森本　修さん（64歳）＝京都府＝の「寒い日は」に決
定。その他優秀作品とあわせ、芸術文化学科2011年度卒業制作展と
同時に大分県立芸術会館で展示されました。受賞作品は大学のホーム
ページでも公開中です。是非《大分発信の良質なユーモア》をお楽し
みください。

大分ユーモアまんが対象大賞の受賞作品を展示大分ユーモアまんが対象大賞の受賞作品を展示

前列中央が豊田学長ご夫妻前列中央が豊田学長ご夫妻

豊田寛三大学長が大分合同新聞文化賞を受賞
学　園      

　昨年、11月3日の文化の日に、本学の学長豊田寛三先生が大分合同
新聞文化賞を学術部門で受賞されました。先生は、広島大学の出身
で、1974年から大分大学で教鞭を取られ、大学の学務面でも教育学
部(現教育福祉科学部)の学部長を皮切りに、学長特別補佐、副学長、
理事など大学の要職を歴任され、その力量を期待され、2010年4月
からは別府大学の学長に就任されました。この間、大分県の各種委員
会の委員・会長、市町村の文化財関係の委員会の委員・会長を務めら
れ、大分のほとんどの市町村誌の編纂事業にかかわり、大分県地方史
研究会の活動の中心にありました。この間の研究で小藩分立の近世大
分の歴史の生き字引というべき地位を確立しました。このような学術
業績が評価され受賞となりました。
　本年1月21日、大分全日空ホテル・オワシスタワーを会場に受賞祝
賀会が開催され、先生の受賞を祝福する150人近くが集まりました。
顔ぶれは、大学関係に止まらず、市町村の文化財担当者、教育関係な
ど、先生の交遊の広さ、人柄を感じさせる会となりました。

竹田市に別府大学文化財研究所
竹田センターがオープン

大　学     
　2011年12月2日、竹田市に「別府大学文化財研究所竹田センター」
および「竹田市・大学連携センター」がオープンしました。これまで、
宇佐市の別府大学宇佐教育センター、日田市の別府大学日田歴史文化
研究センターに次いで、豊肥地区に3つめの研究拠点施設が誕生しま
した。施設は、旧双城中学校跡地を利用したもので、敷地は約3
万㎡、延べ約1700㎡の鉄筋コンクリート２階の旧校舎、それに約
80㎡の宿泊可能な研修棟を新たに設けました。竹田市文化財管理セ
ンターと併用で、講義室、演習室、宿泊施設などを備え、大学および
大学院の各学科・各専攻のゼミや演習、実習、調査研究などに利用
します。特に、考古学や民俗学、環境歴史学、文学や言語学、食物
栄養、観光や農村経済、福祉など地域と連携した幅広い活動を推進
していきます。また、地域住民の方々を対象にした公開講座の拠点
などとしても活用する方針です。

竹田センターのたたずまい竹田センターのたたずまい

開所式のテープカットを行う
本学豊田寛三学長（右）と
首藤勝次竹田市長（左）

開所式のテープカットを行う
本学豊田寛三学長（右）と
首藤勝次竹田市長（左）

別府大学食物栄養科学部開設
10周年記念式典・講演会およびシンポジウム

大　学     
　別府大学食物栄養科学部は、2002年に開設し、本年4月に開設10
周年を迎えます。本学部は、大分県下では唯一の管理栄養士養成を行
う食物栄養学科と、全国でも数少ない醸造発酵学を専門とする発酵食
品学科の２学科からなります。
　発酵食品学科は、2011年度から社会の要請に応えるべく複雑化す
るフードシステムに対応できる人材を育てるために、自由選択制の
「発酵食品コース」と「食品流通コース」を設けました。選択は２年
時になってからですが、知識の幅を広げることでこれまで以上に将来
の道が拓かれると期待しているところです。
　両学科は、今日まで、保健、医療、福祉領域および食品関連の産業
界で、人々の健康や幸福な生活に貢献したいと望む意欲あふれる人材
の育成をめざし教育・研究に邁進してまいりました。これもひとえに
多くの皆様のご支援の賜物と心より感謝しております。
　この度、開設10周年を記念し、4月22日に、本学別府キャンパス
において「食物栄養科学部開設10周年記念式典・講演会」を開催い
たします。10周年記念基調講演では、東京農業大学名誉教授・別府
大学客員教授で発酵食品の研究者と
して、また、作家としても著名な小
泉武夫先生をお招きしてご講演を頂
きます。
　さらに2012年11月18日には、
「10周年記念シンポジウム」を開催
いたします。県外・県内の栄養・医
療・食品の分野でご活躍されている
先生を中心にお招きし、シンポジウ
ムを開催する予定です。詳細につき
ましては追ってお知らせいたしま
す。

１０周年記念講演会でお話していただく
小泉武夫先生

１０周年記念講演会でお話していただく
小泉武夫先生
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学園Ｎｅｗｓ

張さん（左）、高橋さん（中央）、大野さん（右）張さん（左）、高橋さん（中央）、大野さん（右）

凧あげ大会の様子凧あげ大会の様子

１０月１６日の稲刈りの様子１０月１６日の稲刈りの様子

ミュージック
フェスティバルの様子

ミュージック
フェスティバルの様子

ＪＲ大分駅構内での減塩弁当販売の様子ＪＲ大分駅構内での減塩弁当販売の様子

地域総合科学科より
３名が難関の国家資格を取得

短　大     
　昨年9月11日に実施された「国内旅行業務取扱管理者試験」で、短
期大学部地域総合科学科（大分キャンパス）2年生の大野安里沙さん、
高橋希さん、張明明さんの3名が合格しました（合格率60%）。この試
験は合格率が30%前後という旅行業界では難しい国家試験です。上記
学生は別府校、大分校で実施された特別対策講座に夏休み返上で参加
し、最後まであきらめることなく見事に目標を達成しました。
　中国人留学生の張明明さんからは「最初、勉強し始めたとき日本につ
いてあまり知らなかったが、先生の指導のもと勉強すればするほど日本
の文化や観光地に興味を持つようになった。努力すれば絶対実ります。」
とのコメントを寄せてくれました。また、高橋希さんからは「1年生の時
も勉強したが、勉強不足で不合格だった。今回は頑張ろうと思い、1日
中授業を受け、アルバイトが終わって家に帰っても夜中まで勉強した。
今までで一番勉強しました。」とのコメントを、大野安里沙さんからは「先
生と一緒に勉強する形だったので楽しく授業を受けることができました。
夏休み返上でほぼ毎日学校に通ったので絶対受かりたい！と思って頑張り
ました。最初は授業内容を理解するのがきつかったけど分かりだすと面
白かったです。」とのコメントをそれぞれ寄せていただきました。

｢夢米棚田チーム｣の活動を紹介
大　学     

　2010年1月、学校法人別府大学と大分県による「大分農業文化公
園棚田プロジェクト」が始まり、実行組織として、食物栄養科学部・
国際経営学部・文学部の学生によるサークル「別府大学夢米（ゆめ）
棚田チーム」が結成されました。サークルの学生たちは、棚田作りか
ら棚田米の収穫・販売までを体験し、その実習体験を活かして、農業
や食料・食育あるいは環境等の問題に取り組んでいます。
　2年目の今年は「ヒノ
ヒカリ」のほかに「赤米」
を植え、10月16日、71
名の学生、教職員が参加
して稲刈りを行いまし
た。10月22、23日に別
府市で開かれた大分県農
林水産祭では活動内容や
これまでの成果について
展示し紹介しました。収
穫した新米は、11月5、
6日の学園祭（石垣祭）
で販売するとともに、
「ライスバーガー」や「角
煮丼」として調理したも
のも販売しました。
　本年から「夢米（ゆめ）
棚田チーム」は『棚田新
聞』を発行し、年間の活
動を紹介しています。同
新聞は本学のホームペー
ジ（ 食物栄養学科のペー
ジ）でご覧いただけます。

短大初等教育科・保育科が恒例の
冬のイベントを実施

短　大     
　２０１１年１２月２２日、２年に一度の“第２９回ミュージックフェスティバル”
が開催され、初等教育科、保育科の全１３クラスがグランプリの栄冠目
指して、美声を競い合いました。栄冠を手にしたクラスは、それまでコツ
コツと積み上げてきた練習の成果が報われたとして、全員で喜び合って
いました。他にも和太鼓やマリンバ、ハンドベル演奏、ボディーパーカッ
ションと音楽に酔いしれたひとときでした。
　年が明けて２０１２年１月７日、恒例の凧あげ大会が開催され、好天と
順風に恵まれ、平面の大凧や立体凧など88個の手作り凧が、夢を乗せ
て朝日に向かって天高く舞い上がりました。初等教育科、保育科共に自
慢のデザイン力を競い、個性豊かでステキな凧たちが勢ぞろいしまし
た。
　このような行事は、仲間との絆を確認すること、達成感や充実感を味
わうこと、豊かな感性を磨いていくことなどができ、将来、保育者とし
て教育者として貴重な経験となります。

短大食物栄養科が
「第１回 食物栄養科主催 健康展」を開催

短　大     
　１１月１９日、短期大学部食物栄養科が「第一回健康展－減塩について
考えてみよう－」を、ＪＲ大分駅構内にて開催しました。学生による「減塩」
についてのポスター展示や食品の塩分量展示、教員によるミニ講義など
とともに、食育ステージでの「一汁三菜」の歌、食物栄養科監修の減
塩弁当を披露しました。また大分県栄養士会及び大分県糖尿病療養指
導士会の後援もあり、数多くの方々が興味を持って参加してくださいま
した。さらに11月23日には、トキハ本店において、トウモロコシご飯、
秋刀魚のハーブ焼き、季節の野菜のマリネや胡麻和えなど、塩分を1.5ｇ
に押さえた食物栄養科監修の減塩弁当を販売しました。市民の方々の減
塩に対する関心も高くお弁当は3時間ほどで完売しました。なお、この件
については、朝日放送のJニュース でも取り上げられました。本科では、
これからも大分県の皆様の健康増進に向けて減塩運動の啓発活動を進め
て進めていくとのことです。
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学園Ｎｅｗｓ

看護観発表会の様子看護観発表会の様子

三角巾がよくにあう園児たち三角巾がよくにあう園児たち

自分たちのサツマイモでロールケーキ作り
附属幼稚園     

　４歳児は昨年度より、食物栄養学部の調理室で学生さんと一緒に自分
たちが苗植えや収穫をしたサツマイモを使ってサツマイモロールケーキ作
りをしています。
　今年度は「大学の先生や学生さんと一緒に作ったり栄養について教え
てもらったりして、収穫したサツマイモを使って作る楽しさや食べる喜び
を味わう」というねらいのもと、１１月２４日と２５日に挑戦しました。生ク
リームを泡だてたりロールケーキの生地にサツマイモクリームを塗ったり
と初めての経験です。学生さんに手を添えてもらったり教えてもらったり
しながら作っていきました。ロールケーキを巻く作業はどのグループも学
生さんと気持ちを一つにしてドキドキしながら巻きます。全員で完成を喜
び、みんなでおいしく食べることができました。
　自分たちの大切なサツマイモを自分たちの手で、素敵なロールケーキ
に変身させたことが、作る喜びになりました。

附属看護専門学校が
｢平成23年度 看護観発表会｣

附属看専     
　1月11日、2年間の学習の集大成として看護観発表会が行われまし
た。Ⅰ部では、代表学生3名が「私の考える看護」を発表しました。学
生は、病院や施設での臨地実習での患者との関わりや先輩看護師から
の助言などの体験から、対象に寄り添う援助の大切さや対象のニード
を把握する重要性を発表しました。
　Ⅱ部では、平成23年度の秋の叙勲・褒章で「瑞宝双光章」を授与
されました大分県看護協会の副会長の秋吉信子先生をお招きしまし
た。先生は、元大分赤十字病院看護部長で長きにわたり臨床の現場で
看護・教育にご活躍されてます。先生の豊富なご経験から、看護を学
ぶ学生に対して、他者に誇れる技術をもつこと、将来像を常に考え学
習すること、「先見」をもって行動をすることを教えて頂きました。
　参加した学生は、「今やるべきことを実施し、科学的根拠のある看
護技術の習得や自己研鑽に努めていき、対象のニーズを充足できる看
護師になりたい」と将来像を語っていました。
　

明豊祭のメインテーマ明豊祭のメインテーマ

生徒による「明豊ソーラン節」踊り生徒による「明豊ソーラン節」踊り

明豊祭　「ひとつになろうや！」
明豊高等学校     

　今年度の明豊祭が「ひとつになろうや！」をメインテーマに開催さ
れました。中学校、高等学校、看護専攻科が、同じ明豊キャンパスで
学ぶ仲間として、一つのことを成し遂げようとの呼び掛けがテーマの
主旨です。
　第一日目はビーコンプラザを会場に、各クラスや吹奏楽部などの発
表が中心でしたが、大きな舞台で皆堂々の発表でした。中には、写真
部、放送部、文芸部が協力して一つの作品を創りあげるなど、テーマ
に沿ったコラボレーションが随所に見られました。
　第二日目は明豊キャンパスで各クラス、各部の展示を中心に行われ
ました。夏休みから準備してきたクラスの展示はそれぞれに工夫がな
されていて楽しいものばかり。また、PTAの協力による食品バザーな
ど、文字通り文化の秋にふさわしい催しとなりました。
　おそろいの明豊Ｔシャツを着用して、生徒も保護者もわきあいあい
とした楽しい二日間を過ごすことができました。二日目は、休日(秋
分の日)であったこともあり、近くの中学生や卒業生にも来ていただ
き、大変活気あふれる明豊キャンパスとなりました。

活躍した明豊中学卓球部の皆さん活躍した明豊中学卓球部の皆さん

明豊中学校 卓球男子　
｢全国中学校体育大会｣で準優勝！

明豊中学     
　2011年８月19日、和歌山ビッグホエールにて行われた全国中学校
体育大会で明豊中学校卓球部は、準優勝という輝かしい成績をあげて
くれました。
　準々決勝、準決勝といずれも苦しい戦いでしたが、藤本賢司監督が
「どんな状況になっても、最後まであきらめずに戦ってくれた」と評
価するように、大接戦を我慢の末、競り勝って決勝進出を果たしまし
た。
　決勝戦では、宿敵青森山田中学校に敗れはしましたが、高橋桁己主
将は「準決勝はきつかったけど２人が勝ってくれ、そこから気持ちを
切り替えてみんなで取り戻すことができた」と大会を振り返り、チー
ムの団結力の強さを勝因にあげていました。

〈戦績紹介〉
明豊　３－１　岐阜市立長森（岐阜）　明豊　３－２　野田学園（山口）
明豊　３－２　松徳学院（島根）　　　明豊　０－３　青森山田（青森）
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「おもちゃ図書館ボランティア九州・
沖縄地区研修会」を開催
　本学別府キャンパス内に「大分おもちゃ図書館まこと」（井上秀子
代表）が開設されて4年目になります。昨年（2011年）12月11日、
おもちゃ図書館全国連絡会が主催する「おもちゃ図書館ボランティア
九州・沖縄地区研修会」が、井上代表のお世話で本学を会場に開催さ
れました。
　おもちゃ図書館活動は、障がいのある子どもたちにおもちゃの素晴
らしさ、遊びの楽しさを知ってもらうために始まったボランティアで
す。「大分おもちゃ図書館まこと」は2008年に本学内に開設され、障
がい児の料理研修会を開催するなど、本学の教育活動と連携した特色
ある活動を展開しています。
　研修会当日は、県内外から170名の関係者が参加し、本学や県内大
学の教員による講演やワークショップ、調理実習などが催されまし
た。今回の研修会を通じて、おもちゃ図書館の活動が広く社会に認知
されることを期待したいと思います。

学園Ｎｅｗｓ

講演する苅谷俊介氏講演する苅谷俊介氏

教職受験対策セミナーの様子教職受験対策セミナーの様子

総会で挨拶する
金子短大学長
総会で挨拶する
金子短大学長

ワークショップ（手作りおもちゃ）
の様子
ワークショップ（手作りおもちゃ）
の様子

附属幼稚園がソニー教育財団から表彰される
 附属幼稚園    

　本学の附属幼稚園がソニー教育財団の「ソニー幼児教育支援プログ
ラム」で奨励園に選ばれ、2月10日、ソニーセミコンダクタの豊福宏大
分総務部統括部長から賞状が授与されました。
　今回の受賞は、同財団の「科学する心を育てる」2011年度ソニー幼
児教育支援プログラムにおいて、附属幼稚園が昨年（2011年）実施し
た「きらきらキャンプ」が評価され、奨励園に選ばれたことによるもので
す。このキャンプは、昨年7月22日・23日に湯布院の「山荘四季」で行っ
た年長児の1泊2日の企画で、園児たちがグループ毎に地図を持って行
動したことなどが、レポートにまとめられて財団に報告されました。
　審査に当たった秋田喜代美東大教授、神長美津子東京成徳大学教授
から「その子らしさを発揮しながら挑戦したり友達と目標に向って気持ち
を合わせたりしている」との評価を受けました。今後もこのような意欲
的な取り組みが継続されることを期待します。

同窓会がホームカミングデーを開催
同窓会     

　１１月５日、石垣祭に合わせてホームカミングデー（卒業生の集い）を
開催しました。今回は特別講演として講師に俳優の苅谷俊介氏をお迎え
し「土と役者と考古学」というテーマで講演をしていただきました。卒業
生を中心に市民の方々、また賀川先生のご家族も駆けつけていただき、
１００名近くの方々が会場に集まりました。役者としてのエピソ－ドや考古
学に対する原点、そして賀川先生との出会いなど、考古学への情熱が
感じられた講演でした。講演後は懇談会を行い、それぞれ近況報告や母
校での思い出話で盛り上がりました。懇談会には苅谷俊介氏にもご出席
いただき、皆さんと気さくに話をしてくださいました。また写真撮影も気
軽に応じてくださり、皆さん大変良い思い出となったようでした。今後も
卒業生が気軽に母校へ足を運べるような行事を企画していきたいと思い
ます。

同窓会が教職受験対策セミナーを開催
同窓会     

　１２月３日、別府大学同窓会主催の教職受験対策セミナーを開催しまし
た。講師には元中学校校長、元指導主事、それから現役教師の卒業生３
名をお招きして、後輩にアドバイスとエ－ルを送っていただきました。特
に現役教師の卒業生からのアドバイスには、教師という仕事の素晴らし
さや生徒との関わり、また自分が取り組んできた勉強方法や学生の時に
経験しておいた方が良いことなど、写真や映像を使って分かりやすく、
そして熱く語っていただきました。学生たちからは「教師になりたいとい
う気持ちが一層強くなった」「つらいと感じた時、先輩方の話を思い出す
事ができれば、乗り越えることができると思った」など、教職を目指して
日々頑張って取り組んでいる学生たちにとって、とても良い刺激になった
ように感じました。同窓会では今後も学生に対する各種のセミナーを行っ
ていきたいと考えています。

豊福会長から賞状を授与される久保田園長豊福会長から賞状を授与される久保田園長
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記

　今号では、特集として短期大学部創立60周年に向けての企画（大分キャンパスの取組）と本学
の｢高大連携｣の取組を取り上げました。大分キャンパスの地域総合科学科の新たな教育システム
や保育科の伝統的な保育士教育に、ご注目ください。また、本学は地域貢献を大学の使命の一つ
として位置づけており、その一環として｢高大連携｣に取り組んでいます。
　これからも｢前進する別府大学｣の姿を本誌で紹介して行きたいと思います。

（友永）

新聞で紹介された別府大学・短大の活動 （平成23年 9月から24年 2月の主なもの）

 西日本4/17
西日本8/25、毎日8/26朝日8/28
毎日8/26、大分合同9/20
毎日8/30
今日9/6
今日9/12大分合同9/30、10/1
読売9/13
読売9/13
大分合同9/15
大分合同9/16
大分合同9/17、今日9/17
大分合同9/22
西日本9/23
西日本9/24
大分合同9/28、毎日9/28今日10/1
大分合同10/13
大分合同9/29
今日10/3
大分合同10/11
今日10/8、大分合同10/8
大分合同10/8
大分合同10/8
今日10/15
読売10/25、大分合同11/1今日10/17、10/29、11/29朝日12/6
大分合同10/20
大分合同10/21
大分合同10/25、今日10/27
大分合同10/25
朝日10/26
大分合同10/28
大分合同10/29
大分合同10/29
大分合同11/1
今日11/1、11/5
大分合同11/2、11/3
西日本11/1
大分合同11/3
大分合同11/4
西日本11/6
読売11/7
大分合同11/8
今日11/14
大分合同11/15
大分合同11/16、朝日11/24
大分合同11/18
朝日11/24
大分合同11/27
今日11/25
大分合同11/25
西日本11/30
大分合同11/30
西日本12/3、大分合同12/3
大分合同12/6
大分合同12/6
大分合同12/7、今日12/9
大分合同12/7
大分合同12/7
毎日12/8
大分合同12/8
大分合同12/10
今日12/17
今日12/16
大分合同12/17
大分合同12/21、今日12/21
西日本12/21
大分合同12/26
今日12/27
大分合同1/1
大分合同1/1
大分合同1/4
大分合同1/10
大分合同1/8、今日1/7
西日本1/8
大分合同1/12
西日本1/6
西日本1/21、朝日1/21今日1/21、毎日1/22読売1/25、大分合同1/25
大分合同1/23
今日1/23
大分合同1/26、今日1/26
大分合同1/29
大分合同1/31
大分合同2/5、朝日2/7西日本2/8、今日2/13
大分合同2/4
大分合同2/6
大分合同2/9
今日2/9
大分合同2/11
大分合同2/14
大分合同2/14、今日2/14
今日2/15

新 聞 社 内 容
災害現場の救援者のストレス家族や周囲はどうサポートする？　休息で”リセット”　【矢島潤平准教授（人間関係学科）】
日田市の永山城跡・発掘調査「戦い想定した構造」判明　28日現地説明会　【上野淳也助教（史学・文化財学科）】
中津・浄安寺の本尊平安時代後期の作と判明　【渡辺文雄教授（史学・文化財学科）】
日田市の永山城跡説明会にファン80人　【文化財研究所】
別府大でハーブ料理教室　風味豊かな献立に舌鼓　【大分香りの博物館・立松洋子教授（短大食物栄養科）】
1日、2日別府大で日本経営診断学会の全国大会　【国際経営学部】
日田市永山城の本丸御殿礎石7基など発見　【文化財研究所】
全九州女子学生剣道大会　別府大女子剣道敢闘賞輝く　【女子剣道部】
広瀬淡窓咸宜園　拓本講座に30人　【書道研究室】
佐伯で研修会　米粉需要拡大へ50人が知識学ぶ　【立松洋子教授（短大食物栄養科）】
別府大で外国人留学生秋季入学式　　中国・韓国など81人　「学んで夢実現」
別府大留学生が「ゆかたの夕べ」　住民と”踊りの輪”
終戦の日に新聞休刊とは　紙面評価　【辻野功客員教授】
かけっこで1番になる!!運動会のパワーアップ弁当　【平川史子准教授（食物栄養学科）】
別府短大で災害時の非常食上手にアレンジ講習会　災害時でも栄養取れる　【短大食物栄養科】
私の紙面批評　人生の「終活」踏み込んで　【飯沼賢司教授（史学・文化財学科）】
「けんしん美術展」　けんしん大賞に大田黒さん、審査員特別賞に後藤さん、特別賞に新城さん　【別府大学】
別府大公開講座　書物の歴史テーマに来年1月まで
「黄飯とかやく」　親子でつくる郷土料理教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
別府短大で乾ししいたけの料理講習　フライやにぎり寿司　【短大食物栄養科】
アスリートの食事　野菜中心に栄養管理　【平川史子准教授（食物栄養学科）】
女子剣道部　　鈴木郁恵　スポーツ選手は食事が大切　【女子剣道部】　
マンガ武道のすすめを発行　【田代為寛教授（国際言語・文化学科）】
24日から秋季企画展「大航海時代と豊後」開催　　12月3日にシンポジウムも　【附属博物館・文化財研究所・アジア歴史文化研究所】
農業文化公園で別府大生が稲刈り　棚田で赤米作り　【夢米棚田チーム（別府大学）】
高齢者の食事は素材や味好みに配慮　【平川史子准教授（食物栄養学科）】
第9回鬼の岩屋まつりが29日30日に開催　別府大学の教員・学生が古墳について説明　【史学・文化財学科】
大分合同新聞文化賞　学術に別府大学長　豊田寛三　【豊田寛三別府大学長】
別府大学生ら赤米収穫　【夢米棚田チーム（別府大学）】
大分春陽会展　目を引いた若手の作品多数　【松本篤教授（国際言語・文化学科）、野村正則教授、有吉宏朗助教（短大初等教育科）】
ＷＡＳＨＯＫＵ運動　食育推進短大生らが知事を訪問　【短大食物栄養科】
「男子キッチンチャレンジクラブ」参加者募集　【平包留美准教授（短大食物栄養科）】
別府大生の「ＢＢＳ会」法務大臣から感謝状　思いやりの心育み10年　【別府ＢＢＳ会】
5・6日別府大石垣祭開催
大分で「大琳書道会展」　力強さと繊細さ魅了　【荒金信治教授（国際言語・文化学科）】
“発酵食品は微生物の贈りものｔt　【古川謙介教授（発酵食品学科）】
大分合同新聞文化賞の表彰式　新たな研究への弾みと豊田寛三学長　【豊田寛三別府大学長】
発足10年目を機にさらなる発展を目指す　別府ＢＢＳ会長　真部愛美さん　(「ひと」欄 )　【別府ＢＢＳ会】
別府大の吹奏楽団が演奏で応援　【別府大学吹奏楽部】
鉛から文化財の原産地解明の第一人者平尾良光教授　（「きらり人」欄）　【平尾良光教授（史学・文化財学科）】
別府大短大生が手作りカレンダー配布　【短大食物栄養科】
終戦直後のレシピ再現　とても健康的なメニュー　【中嶋加代子教授（短大食物栄養科）】
「旬のサツマイモを使ってしんちょき餅」　親子でつくる郷土料理教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
「おおいたＷＡ－ＳＨＯＫＵ女子隊」が宣伝　杵築で「じり焼き」アレンジ　【短大食物栄養科】
多面的な機能持つ農業　「国民が支える」議論して　中川隆助教　【中川隆助教（国際経営学科）】
別府大生体験　赤米の脱穀昔ながらに　【夢米棚田チーム（別府大学）】
追い掛けてでも相談に　佐藤敬子准教授　「月刊おっ！」　【佐藤敬子准教授（キャリア支援センター副センター長）】
附属幼稚園が収穫したサツマイモ使い大学生とケーキ作り　【食物栄養学科】
学生防犯ボランティア「パトロックス」本格始動　【学生防犯パトロール】
食中毒予防には健全な衛生管理が大切です　【松本比佐志（食物栄養学科）】
シシ、シカおいし国際的　ジビエ料理活用拡大留学生が料理紹介　【短大食物栄養科・留学生】
別府大学文化財研究所竹田センター開設　竹田市双城中学校跡地
「キンカン甘煮」　親子でつくる郷土料理教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
大林宣彦映画監督学生へエール　【別府大学短期大学部（大分キャンパス）】
47都道府県オリジナル丼考案　福徳学院と高大連携　【短大食物栄養科】
親子でクリスマス料理　別府大の地域交流教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
宗麟との関係性は不明　ロシア大砲別府大が分析　【平尾良光教授（史学・文化財学科）】
11日「祇園坊」講演会　【荒金信治教授（国際言語・文化学科）】
東南アジアの鉛の物流をたどる　研究成果約200点　【平尾良光教授（史学・文化財学科）】
アスリートの食事にアドバイス（バサジィ大分定永選手）　【平川史子准教授（食物栄養学科）】
豊の国千年ロマン観光園シリーズ講座終了　【歴史文化総合研究センター】
大分県は自然エネルギーの宝庫　阿部准教授が講演　【阿部博光准教授（国際経営学科）】
別府大学留学生二輪車講習に参加
県内企業79社参加　別府大で合同企業説明会開催　3年と短大1年500人が参加
おせち料理と栄養　【星野隆教授（食物栄養学科）】
私の紙面批評　ＴＰＰ多面的に議論を　【飯沼賢司教授（史学・文化財学科）】
おせち料理作りの授業　いろとりどい豊かに17品目　【短大食物栄養科】
災害時の調理レシピ紹介　炊飯袋で残り物一工夫　【立松洋子教授（食物栄養科）】
アジア関係の大学院創設へ準備　【日高紘一郎理事長】
亡き父作成　小さな干支の彫り物　（「灯」欄）　【後藤宗俊名誉教授】
「あいまぜ」　親子でつくる郷土料理教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
高齢の凧揚げ大会　空を彩る手作りカラフルたこ88枚　【初等教育科・保育科・専攻科初等教育専攻】
発電の在り方考える年に　【阿部博光准教授（国際経営学科）】
鉛を分析し産地推定　科学的な手法で史実の解明に取り組む　（「ひと」欄）　【平尾良光教授（史学・文化財学科）】
身体を温める食物を食べてウイルスをやっつけよう　【仙波和代准教授（食物栄養科）】
別府大学主催大分ユーモアまんが大賞に2氏　8～82歳 160人、235作品応募　【国際言語・文化学科】
大分合同新聞文化賞豊田寛三さんの受賞を祝う
旧正月祝いぎょうざ作り　別府大短大留学生ら地域の人招いて　【短大地域総合科学科】
韓国の学生対象に別府大でセミナー　日本文化を学ぶ
日本の発酵食品は栄養的にも優れている　【岡本啓湖教授（発酵食品学科）】
作ろうアジアのジビエ料理　留学生らのレシピ13種類紹介　【短大食物栄養科】
別府大卒業生イスラム食材のレストラン開店　戒律に触れないメニューを提供　後輩留学生のために
別府大と韓国の2校が交流協定
母の優しさ　風邪をひいたときのサイダーと目玉焼き　（「灯」欄）　【後藤宗俊名誉教授】　
別府大学卒業制作展　自己表現への挑戦　【芸術文化学科（国際言語・文化学科）】
別府大の教授3名が最終講義　【後藤宗俊名誉教授、橘昌信名誉教授、丑木幸男教授（史学・文化財学科）】
アスリートの食事にアドバイス（明豊高3年　江藤慧選手）　【平川史子准教授（食物栄養学科）】
「無塩汁」　親子でつくる郷土料理教室　【西澤千恵子教授（食物栄養学科）】
別府大学国際セミナーの受講生　明星小学校児童と交流【別府大学国際セミナー】
別府大学附属幼稚園　ソニー教育財団から奨励園に選出・受賞「夏のキャンプを評価」【別府大学附属幼稚園】

教員の出版コーナー （平成23年 3月～平成 24年 2月の主なもの。共著を含む。）
『マンガ・武道のすすめ』
『Ferne Gefährten』
『日本語教育能力検定試験　重要キーワード集３００』
『上野国神社明細帳　２３～２５』
『シリーズ日本列島の三万五千年－人と自然の環境史－第２巻　野と原の環境史』
『西国における生産と流通　日本中世の西国社会②』
『新「関ヶ原合戦」論　定説を覆す史上最大の戦いの真実』
『別府大学文化財学論集Ⅰ－後藤宗俊先生古希記念－』
『サステイナブル社会の構築と政策情報学　環境情報の視点から』
『ストレス科学事典』
『栄養科学シリーズＮＥＸＴ　運動生理学　人体の構造と機能』
『医療倫理学の基礎（翻訳）』
『食べ物と健康　－食品の栄養成分と加工－』
『オルタナティヴ・ヴォイスを聴く　エスニシティとジェンダーで読む現代英語環境文学１０３選』
『大分発　自然エネルギー最前線－自給率日本一の実力－』
『社会経営学研究－経済競争的経営から社会共生的経営へ－』
『畜産の情報』
『食品衛生学実験』
『学びと教えで育つ心理学　－教育心理学入門－』
『実践から学ぶ　社会的養護の内容』

図 書 名
日本武道館
MANNHEIM
アルク
群馬県文化事業振興会
文一総合出版
清文堂出版
新人物往来社
クリエイツ
福村出版
実務教育出版
講談社
時空出版
同文書院
音羽書房鶴見書店
大分合同新聞社
晃洋書房
（独）農畜産業振興機構
光正館
保育出版社
保育出版社

田代為寛教授（国際言語・文化学科）
安松みゆき教授（国際言語・文化学科）
篠﨑大司准教授（国際言語・文化学科）
丑木幸男教授（史学・文化財学科）
飯沼賢司教授、段上達雄教授、下村智教授（史学・文化財学科）中山昭則教授（国際経営学科）
飯沼賢司教授（史学・文化財学科）
白峰旬教授（史学・文化財学科）
上野淳也助教（史学・文化財学科）、玉川剛司（教務課）
篠藤明徳教授（人間関係学科）
矢島潤平准教授（人間関係学科）
安房田司郎教授（食物栄養学科）
野村文宏准教授（食物栄養学科）
高松伸枝准教授（発酵食品学科）
三重野佳子准教授（発酵食品学科）
阿部博光准教授（国際経営学科 )
中道眞准教授（国際経営学科）
中川隆助教（国際経営学科）
中嶋加代子教授（短大食物栄養科）
中村廣光教授（初等教育科）
山村靖彦准教授（初等教育科）

表紙の挿絵

「群」 S100 油彩
大田黒　翔代（芸術文化学科　研究生）

作者コメント
日常の中に潜む無防備な輝きは 開か
れた窓から、夢見心地な光となって流
れ込んでくる。

氏 名 （ 所 属 ）発 行 所
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